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午前８時58分開議 

○事務局長（渕上 達也君）  皆様、おはようございます。議会の開会に先立ち、ご案内いたしま

す。傍聴席での写真撮影及び録音等は禁止されています。携帯電話をお持ちの方はマナーモード

にされるか、電源をお切りくださるようお願いいたします。いま一度ご確認ください。 

 また、本日は傍聴席の皆様にはアンケートを準備しております。ご意見、ご感想などをお聞か

せいただきたいと思います。お帰りの際は傍聴席入り口の回収箱に投函ください。あわせてご協

力をお願いいたします。 

 それでは、皆様ご起立ください。一同、礼。ご着席ください。 

○議長（後藤 和実）  おはようございます。早朝より議会傍聴にご来場いただき、ありがとうご

ざいます。 

 傍聴に当たりまして、議事進行の妨げとなる私語については慎んでいただきますよう、ご理解

とご協力をお願い申し上げます。 

 本日の一般質問は、３名の議員が行います。質問方式については、一問一答式により行われ、

議員の発言時間を３０分以内としております。議員の質問事項につきましては、お配りしており

ます資料をごらんください。 

 なお、議会広報のため、議場内で質問者、答弁者、傍聴席の写真撮影を行いますので、重ねて

ご了承願います。 

 定刻になりました。ただいまの出席議員は１０名です。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（後藤 和実）  日程第１、一般質問を行います。 

 これから抽選順に登壇の上、質問を許します。 

 まず、１番の質問事項については、一問一答式により、５番、黒木泰三君の登壇質問を許しま

す。５番、黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  ５番、黒木でございます。今度の鳥の病気であります鳥フル関係

で、町当局には大変敏速な行動をとっていただきまして、１件で収まったということで、本当に
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ありがとうございました。関係者の１人として本当にお礼を申し上げます。ありがとうございま

した。 

 私は、９月の定例議会において、人口減少対策というようなことで、産業振興をなくして人口

減少対策はできないということで、あり得ないというようなことで質問をした経過があります。

それで、本日は、人口減少対策が、木城がやっているいろんな事業があるわけでございますが、

この件に関してちょっと質問をさせていただきたいというふうに思っております。 

 この間も申し上げましたように、本町の人口は約４０年後には約２,８００人、このままいく

と、何も講じなければ、努力しなければ２,８００人まで減少すると言われております。それか

ら、現実に、２７年度にはやっぱり全国で約２７万人の減少を見ております。 

 そこで、本町においては、ご承知のとおりでありますが、ここ３年間で人口増となっているわ

けでございます。これは、全国でも数少ない町だろうというふうに思っているわけです。その住

みよいまちづくりというようなことで、今まで定住促進事業、それから子育て支援事業、こうい

うものに取り組んできたおかげだろうというふうに思っておるわけでございます。 

 それから、２８年度から行われております福祉大学との連携事業ですね。これにおきまして、

この間、調査結果が報告されました。これは、意外と何て言いますか、７０歳以上の人たちの調

査もあったわけでございますが、これを見てみますと、今の暮らしに満足していますかという調

査に対して、約８０％の方が満足していると。それから、わからないとか普通とかいうことを入

れますと、９０％以上の、わからないとか普通というのは、やっぱり満足しておられるんではな

いかなというふうに思っているわけです。 

 そういうことで、それをいうと、９０％近くの満足度があるというようなことで、非常にいい

数字ではないかなと思っております。 

 それから、子育て支援中の若い女性、特に女性でありますが、木城町は子育てはどうですかと

いうことを聞かれたら、約７２％は子育てしやすいと、それから、住み続けたいですかという問

いに対しては、約８０％が住み続けたいというようなことで、非常に安心といいますか、今まで

本町が取り組んできたことに対して非常に効果が出てきているんではないかと。成果があったん

ではないかなというふうに思っているわけです。 

 そういうことを考えると、私が今日質問はそんなに考えんでもいいかなというふうに思ってお

るわけでございますけれども、一応今後のことも考えていかなくてはならんというようなことで、

前向きに捉えていただきたいというふうに思っているところでございます。 

 それで、１０年後を見越した魅力あるまちづくりというようなことで、人口を維持しながら、

持続させながら発展を続けるということが大事なことだというふうに思っているわけでございま

すが、これに対して、町長にちょっと伺いたいというふうに思っていますので、よろしくお願い
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します。 

○議長（後藤 和実）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  地方創生の根幹でありますが、２つありまして、前から言っているよう

に、人口減少対策と地域活性化だと理解をしています。その上で、人が元気、地域が元気、住ん

でよかったと実感できる町を目指して、今町民の皆様との協働による活力に満ちたまちづくり、

いわゆる木城創生に取り組んでいるところであります。 

 ただいま黒木議員お尋ねであります、人口減少対策事業、おっしゃるように、従来から定住促

進に力を入れているところであります。 

 そういった中で、木城町はこと定住促進については、今１,７００余りある市町村の中ではト

ップランナーであると自負をしております。 

 しかし、地方創生、今、ほとんどの市町村が地方創生のもとに、今、言ったような、木城町で

取り組んでいる定住促進については取り組み始めました。 

 そうしますと、今までどおりのことをしていては、やはり他市町村との優位性はなくなって転

入者が増える、あるいは人口が増えるという要素はなくなってくるんではないかなという危機感

は持っています。 

 今、黒木議員がおっしゃったように、先だっての九保大のフィールド調査では今おっしゃった

ようなことで、今、住んでいる方、入っている方は満足をしていらっしゃいますけれども、今後

はどうかなというのは、やはりそういった部分で危機感を持っているのは確かであります。 

 ですから、だからこそ今、定住促進策も含めて今日多分いろいろお尋ねをされるであろう部分、

特にあらゆる施策、事務事業、イベントなどにつきましては、やはり磨きをかけるときが来てい

るんではないかなと思っておりまして、今後そういった意味で一つ一つ、先ほど言われましたよ

うに、１０年後を見据えた魅力ある町にするには、やはり今の状況に甘んじているわけではなく

て、やはりもう一度一つ一つ磨きをかけていくことが必要ではないかなと考えております。 

 以上です。 

○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  ありがとうございました。それでは、先ほど申し上げましたよう

に、ある程度成果が出ているというようなことで、突っ込んだ質問はしたくないわけであります

けども、この定住促進事業に対して少し疑問点もありますから、質問をさせていただきたいとい

うふうに思っております。 

 まず、今年度の状況でありますが、該当者、これはどうなっているかをちょっとお聞きしたい

わけですが、最初に、定住促進といってもいろいろあって、転入奨励金についてちょっとお尋ね

いたします。 
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 今年度の状況とこれに該当者はいたのかどうかということと、前は単身転入者でも対象内と、

対象になっておったと私は思っているんですが、これが対象外となっておるわけです。それで、

Ｕターンとか単身転入でも対象になっておったというような気がするわけですが、何か問題があ

ったのかどうかということをまずお聞きしたいというふうに思っております。 

○議長（後藤 和実）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  今お尋ねの転入奨励金のことについては、なるほど途中で検証していま

して、見直しをしている部分があります。それから、具体的な数値状況等については、まちづく

り推進課長のほうから答弁をいたさせたいと思います。 

○議長（後藤 和実）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（澹岡 信明君）  本年度の転入奨励金の実績交付状況でございますけども、

２月末現在で１２家族、１２０万円の交付実績となっております。この転入奨励金は３回に分け

て交付するものでございまして、本年度交付した中の１回目の交付者は４家族で、転入者１１名

となっております。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  それで、現在は家族で転入したものということになっておるわけ

です。今言われたように、家族が１２家族ということで来られたということでありますが、この

家族の中に公務員がいたら対象外ですよということになっておるわけですよね。公務員もいろん

な方がおられると思いますが、これはどのようなことを指しているのか。それで、木城町の役場

職員のことだけなのか、私はそこ辺に何かこう疑問点を感じるわけですが、何か不自然のような

感じがしてならんわけですけれども、これ賛否両論あるかと思いますが、この点についてどうお

考えなのかちょっとお聞きいたします。 

○議長（後藤 和実）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  公務員の対象外の問題でありますが、役場職員はやはり対面行政の最た

るものでありますので、採用時点で私のほうは木城町に住所を構えてしっかりと町民と向き合い

ながら仕事をしてほしいということをお願いをしています。 

 ですから、役場職員については対象外としていることについては、私自身は納得、理解をして

いるところでありますし、また今までもそういった部分で対象外になっていると思います。 

 しかし、役場職員以外の公務員については、今のところ対象外としています。その大きな最た

る理由の１つは、職務上、人事異動で２年、３年ぐらいの短期間で入ってこられた方に対して、

いわゆる転入奨励金を支給するのはいかがなものかなという議論があったとお聞きをしておりま

すし、それはそうだろうなと思っております。 
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 しかし、私は、長期にわたっての転入、いわゆる長期にわたって木城に住みたいという公務員

の方が入ってきた場合は、何ら短期の転入ではありませんので、その分で今後検討の余地がある

のではないかなと思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  今の件は、やっぱり、何て言いますか、役場の職員がやっぱり消

防団、それぞれの地区に帰っていろいろと活躍されております。やっぱり役場の職員なくして今

の消防団はあり得ないんではないかなというぐらい一生懸命やってもらっておるわけです。そう

いういろんなプラス面もあるわけでありまして、ここ辺をたった１人公務員が家族の中におるか

らといって、その対象外にするというのは何かおかしいと私は思っているわけです。 

 次に、住宅の取得奨励金のことをお尋ねいたします。まず、今年度の状況でありますが、これ

１００万円と２００万円と中古とありますが、その状況についてちょっとお尋ねいたします。 

 それから、このうちの町外からの転入者は何世帯あったのか。できれば人数とかわかればいい

んですけども、お願いいたします。 

○議長（後藤 和実）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（澹岡 信明君）  本年度の住宅取得奨励金の状況でございますけれども、

２月末現在で新築が２１戸で１,９７４万３,０００円ほど交付をしております。住宅購入につき

ましては２戸の１１５万円となっております。そのうち転入者につきましては１４世帯５４名と

なっております。 

 以上でございます。（発言する者あり） 

○議長（後藤 和実）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（澹岡 信明君）  中古住宅につきましては２戸の購入でございまして、

１１５万円となっております。 

○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  今数字でわかったわけですが、転入者がこれだけおるということ

であります。それで、請負業者が町内の場合は２００万円ということが２８年度からできたと思

います。これについて余り、何て言いますか、人気がないと言いますか、使われていないという

ことでありますが、何か希望者が少ないのはなぜなのか、問題点ですね、これについてお聞きし

たいと思います。 

 それで、これについては、ちょっと方向を変えて２世帯住宅とか６人以上の家族とかそういう

ことにしたらどうかなというふうに思っているわけですが、ちょっとそこ辺のところをお聞きし

ます。 
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○議長（後藤 和実）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（澹岡 信明君）  平成２８年度より町内の建築業者の支援策といたしまし

て、町内の建築業者が住宅を建設した場合につきましては、奨励金限度額を２００万円というふ

うに引き上げたところであります。 

 現在の実績でございますけど、今のところ１件というふうになっております。ただ、話ではあ

と１件ほど話はきているところでございますけれども、町内建築業者２００万円となっておりま

すけど、住宅建設につきましては、個人の嗜好とかこだわりが大変強いものでございまして、無

理な誘導は行政としてできませんけれども、今後ともこの制度の優位性をＰＲしてまいりたいと

いうふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  先ほどちょっと申し上げましたけれども、そういうこともちょっ

と考えていただきたいというふうに思っております。 

 そこで、転入奨励金と住宅取得奨励金は、これは一緒にはもらえないということはわかってお

るわけでございますが、転入奨励者の方が奨励金をもらって３年後か４年後に新築をしたいとい

うときにはどうなるわけですかね。１回もらった人がもうもらえないと、転入奨励金をもらった

人はもうだめだということなのか、ちょっとお聞きいたします。 

○議長（後藤 和実）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（澹岡 信明君）  転入奨励金と住宅取得奨励金は両方もらえるということ

でございます。ただし、住宅取得奨励金の交付時に前回渡しています転入奨励金交付額を減額す

るということになりますので、一旦木城町内に転入された方が住宅を取得する場合は、転入奨励

金ももちろん出ますし、住宅取得奨励金も出ますけれども、金額としては転入奨励金を差し引く

ということでございます。 

○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  ２８年度から地区への加入ということが条件つけられましたけれ

ども、事業終了後に脱退とかいうこともあり得ると思いますが、この件についての誓約書とか調

査とかそういうことはされているのかお聞きいたします。 

○議長（後藤 和実）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（澹岡 信明君）  住宅取得奨励金の交付時に自治公民館への加入の約束の

誓約書をとっております。それと、自治公民館長さんから自治公民館に加入したという証明書を

確認書類としていただいて、奨励金を交付しております。 

 以上でございます。 
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○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  次に、中古住宅でありますけれども、これには何か町に登録をし

なければならないのかということが１つと。戸数がわかっておればお願いしたいわけですが、何

らかの形で町外、町外といいますか、町外、県内、県外ですね、ということでＰＲをする手段は

ないのか、そして今後の問題点、何か考えがあるのかお聞きいたします。 

○議長（後藤 和実）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（澹岡 信明君）  平成２０年度より空き家を利用した都市、住民との交流

事業ということで空き家バンク情報制度が開始されております。空き家バンク情報制度は売買、

それから賃貸を希望する住宅の所有者から申し込みを受け付けまして空き家バンクに登録をして

利用を希望する方に情報を提供しているものであります。 

 平成２０年度から空き家の登録件数でありますけど１１戸でありまして、８件が契約成立とな

っております。 

 本年度につきましては、空き家３件、空き地２件の登録がありまして、そのうち２件は契約成

立となっております。 

 また、空き家を探している方の登録件数ですが、現在２４戸ありまして、本年度利用を登録し

た方が８戸というふうになっております。 

 それから、広報のほうですけれども、昨年８月に町内全戸に空き家バンク制度のお知らせチラ

シを配布して広報を行ったところであります。今後とも空き家バンクの啓もう普及について広報

活動を図っていきたいというふうに思っています。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  九州電力が使用しておりました跡地についてご質問をいたします

が、私はそもそもこの質問のきっかけは、町民の方からこの人口減少時代にあの土地を遊ばせと

いてどうするのかというようなことで言われて、多分あれは民有地ですよということを言ったん

ですけども、民有地なら民有地でもいいんじゃけど、町が何とかして、町が管理しているんだろ

うという人もおるわけでございますが、そういうことで、きっかけはそういうことであります。 

 それで、有効利用しようというようなことで言われたわけでございますが、ちょうどそれは現

状としてはどうなっているのかお聞きいたします。 

 また、同時にお聞きいたしますが、重木のほうに跡地があると思います。そういうことについ

てお聞きをしたいと思います。 

○議長（後藤 和実）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  今おっしゃった四日市の九電事務所跡地については民有地でありまして、
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状況としてはもう宅地転用手続きは終わっているというふうに聞いております。 

 それから、町有地でありますほうは重木の九電の社員寮跡地が町有地でありまして、これにつ

いては、今後定住を目的に売却の方向で考えているところであります。 

 以上です。 

○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  次に、子育て支援事業でありますけれども、説明のとおりであり

まして、その成果は十分に出てきておるというふうに思っております。それで、その中の主な支

援事業というのはどういうのが一番大きいのかお聞きをいたします。 

○議長（後藤 和実）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  子育て支援事業の中で、本町が誇りとする支援事業はということであり

ますが、私は２つ捉えておりまして、１つはやはり保育料の軽減策だと思っております。それか

ら、２つ目は医療費の助成であります。医療費の助成につきましては、従前は中学生まででした

が、今年度から高校生まで延伸をしたところであります。 

 具体的な数値など、詳細につきましては主管課であります福祉保健課長のほうから答弁をさせ

たいと思います。 

○議長（後藤 和実）  福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小野 浩司君）  ただいまの、まず乳幼児並びに児童に係ります保育料の軽減に

つきましては、平成６年度より上限を３歳未満児が３万円、３歳以上児が２万３,０００円とい

うことで実施をしてきております。また、医療費の助成につきましても、先ほど町長からありま

したように、平成２１年度からは中学生まで、今年度、２８年度からは高校生までに助成範囲を

拡大して現在実施をしております。 

 なお、就学前の乳幼児につきましては現在自己負担なしと、小学生以上につきましては自己負

担８００円ということで１診療当たりの自己負担額を軽減して実施をしているところであります。 

 以上です。 

○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  こういうことで、先ほどから申し上げましたように、非常に成果

が出てきているわけでございますが、最近聞いた話では、保育所自体が待機者が出るぐらい満員

状態であるというようなことも聞いたわけですが、その点はどうなのか、ちょっとお聞きいたし

ます。 

○議長（後藤 和実）  福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小野 浩司君）  保育園の入所状況でありますが、３月１日現在で２８３名の入

所児童を抱えております。全国的に問題となっております待機児童につきましては、本町の場合
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には現在、待機児童なしという状況であります。ただし、年々定住化の効果もありまして、保育

園入所児童数というのは増加しているという傾向であります。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  非常に、何て言うか、嬉しい悲鳴と言いますか、と思っているわ

けでございますが、そういう成果が出てきておるということであります。その中で保育所の無料

化というようなことも掲げておるわけでございますが、この点について、今後も気を抜くことな

くやっていくのが町であろうということを思いますので、町長の考えをお聞きいたします。 

○議長（後藤 和実）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  保育料の軽減は、先ほどから言っていますように、子育て世代の経済的

負担の軽減でありますとか、人口減少対策としての定住促進事業に大きな事業効果があったと思

っているところであります。 

 現在この無料化についての検討は実際のところ行っておりません。しかし、今後も子育て世代

の保育を初めとする子育てニーズなどを踏まえて、子ども・子育てに係る医療、保健、福祉の各

分野を総合的に、バランスよく支援をしていく方向で検討させていただきたいなと思っています。 

 先ほどから出ていますように、課題としてはアピール不足でありますとか、あるいはやはりト

ップランナーだったけど、さっき言いましたように、どこの市町村もやってきていますので、そ

ういった部分、磨きをかけなくてはいけないと言いましたので、ここらあたりを含めて、しっか

りと磨きをかけるということでは、やはり検証、検討を加えて、より良いものにしていただきた

いなと思っているところであります。 

 以上です。 

○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  先日、川南町で３町による議員研修会があったわけでございます

が、その議題は人口減少社会における自治体連携による地域づくりという題ですね、ということ

で講演があったわけでございますが、この中で、自治体連携というところはちょっとひっかかる

わけなんですけども、その中の印象に残った点が、ゼロサムゲームに陥らないようにというよう

なことを言われたわけです。 

 それで、ゼロサムゲームというのは何かと言うたら、ご存じのとおりと思いますが、全体的に

は人口が減り続ける中で自治体同士が人口を奪い合うということだそうです。それで、今まで自

治体連携というのはいろんなことに対して自治体が連携してやっていくことは非常にたくさんあ

ると思います。ところがこと人口に関しては、私はこれはちょっと無理だろうというふうに思う

わけです。 
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 それで、今度、高鍋町長が新しい町長になられました。それで、何を一番強調されるかといい

ますと、一次産業と商工業の連携、それから人口減少対策、これが大きく取り上げられておりま

す。よく町長が、木城の町長が磨きをかけると言われます。先ほどのゼロサムゲームではありま

せんけども、５町の中で本町はやっぱり最も不利な立地条件であるというふうに思っているわけ

です。 

 そういう地震による津波等は木城が一番問題がないかなというふうに思っているわけでござい

ますが、そういう山と川、自然を生かした、そんな豊富な自然を生かしていくしか道がないよう

な気もするわけでございますが、５町の中ではそういうことで不利な条件でありますけれども、

とにかく町長を中心に頑張っていくしかないというふうに思っているわけですが、もう一度、最

後になりますけれども、町長の、高鍋新町長がなられた後、町長の決意のほどをお願いいたしま

す。 

○議長（後藤 和実）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  高鍋の新町長は高校時代の同じクラスで席を並べた仲間であり、今はい

ろんな部分でまちづくりについては意見交換をさせていただいたところであります。２人でよく

話をするのは、やはり高鍋と木城は母なる川、小丸川を抱えての上流、下流という間柄であるの

で、それからまた秋月藩の関係でもいろんな歴史的にもそういったつながりもあったということ

で、お互い今後は連携し合い、先ほど、自治体連携と言われましたが、連携するところは一緒に

連携をしていきましょうというのが１つ。 

 それから、事業等についても一緒に連携をしていきましょうねという話はしています。 

 それから、人口減少対策については、今まで木城がさっき言いましたような定住促進策につい

ては高鍋は遅れていたということでありまして、例えば、例を挙げますと、住宅取得奨励金なん

かは、いわゆる１００万円であれば大体税率ベースでいくと大方平均でいきますと９年、いわゆ

る１０年以内で元を取るという中で、あと木造でも２５年とか耐用年数があるので、あと１５年

は税金は入ってくる、それから経済効果はすごいよねと、人も増えたよねということでは、常々

言っていましたので、それはもう当然、多分高鍋は今後していくだろうと思います。 

 そういった意味では、高鍋、木城、お互いに連携するところは連携をしながら、しかし、やは

り自治体同士、ある程度の競争をしながらよりよいまちづくりにしていきたいなと思っていると

ころであります。 

 以上です。 

○議長（後藤 和実）  黒木泰三君。 

○議員（５番 黒木 泰三君）  以上で終わりますけれども、町村合併、町合併ですね。というこ

とはもう全く考えていないし、また、しても木城町のためには何もならんというふうに私は思っ
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ているわけですが、そういうことを考えたときには、やっぱり単独の町で頑張るしかありません

ので、そういうところをひとつよろしくお願いいたしまして、私の質問を終わらせていただきま

す。ありがとうございました。 

○議長（後藤 和実）  ５番、黒木泰三君の質問が終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（後藤 和実）  次に、２番、３番、４番の質問事項については、一問一答式により、２番、

神田直人君の登壇質問を許します。２番、神田直人君。 

○議員（２番 神田 直人君）  私のほうから定住促進について質問をさせていただきます。 

 先ほど、同僚議員のほうからの質問もございましたように、人口減少が喫緊の課題であること

は明白であります。それでも本町の人口が減っていないということで、それは今までの定住促進

について本町の取り組み、政策の成果と敬意を表したいと思っております。しかし、その内容等

は今後、将来を見据えましたときに果たしてどうなのかという疑問が生じます。 

 最近、宮日に連載されております若者の就職率というのがありますけれども、昨春に卒業した

大学生が４２.８％、高校生が５４.８％と２年連続全国最下位、問題は深刻であるというふうに

掲載されておりました。宮崎県がそういう状態である以上、本町も学校を卒業して、果たして地

元に残る人がどのぐらいいるのか気になるところであります。もしわかりましたなら、定住率に

ついてお答えいただきたいと思います。 

○議長（後藤 和実）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（澹岡 信明君）  本町の高校を卒業した人の進学、就職のデータなんです

けれども、現在、本町としてのデータはございません。ございませんけども、年齢でいきますと、

平成２８年３月１日現在の１８歳の住民異動を見てみますと、４７名いらっしゃるうち、県内転

出が３名、それから県外が１０名、合計１３名となっておりまして、高校卒業後の割合としまし

ては転出が約３割、そのうち８割弱が県外というような状況ですけれども、大学生が住民票を移

しておりませんので、なかなかこれでは数字は出ませんけれども、逆に町内に残る方といいます

と、自宅から通学、大学、専門学校に通学できる方、それから農業、それから自営業を引き継が

れる方、それから自宅から通勤ができる方ということに絞ってみますと、やはり高校卒業後の町

内への定住率というのは低いものだろうというふうに、数字は出てませんけど、ほとんどの方が

一旦は親元から、ふるさとから離れるという状況だというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（後藤 和実）  神田直人君。 

○議員（２番 神田 直人君）  さまざまな条件があるというふうに考えます。それぞれ夢を持っ

て学校を卒業されて、旅立っていくわけなんですけれども、地元に、果たして自分の思うとおり
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の企業なりまた就職先なりがあるのか、またそれがなければどうしても県外に行かざるを得ない

のかというような考えもいたしております。 

 この定住率を上げるためには、やはり今この前の九州保健福祉大学の調査によりますと、人口

増加率の割合を考え、増の割合はＩターンが５０％、Ｕターンが１７％ということで、町外から

入って来られる方が多いということで、地元の学校を巣立っていった人たちが、Ｕターンはまた

帰って来られるということでそれもまた嬉しいことなんですけれども、何とか就職先を探す、そ

の就職先の選択肢として企業誘致があるというふうに考えております。 

 今限られた地元の企業でありますのでなかなか選択肢が少ないというふうに考えますが、その

辺のことを町長はいかがお考えでしょうか。 

○議長（後藤 和実）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  誘致企業、一番大きいとダイシンキヤノンさんがあるわけですが、しか

し、今募集をしてもなかなか人が集まらないと。しかし、先ほど神田議員がおっしゃったように、

県内に、いわゆる若者就職率が４２.８、それから高校生に至っては５２.幾ら％でありますので、

全国最低という状況でミスマッチングが起きているんじゃないかなと思っております。 

 それは、本人もさることながら、親の意向もあるんでしょうが、そういったミスマッチングが

起きているんだろうなと思っていますし、逆に、宮崎労働基準局がこの前、１月の有効求人倍率

を出したわけですが、それが１.３３ということで、統計を始めた１９６３年以降、最高である

と、今後もその傾向は続くだろうというような分析をされていますが、先ほど言いましたように、

そう言いながらもそういった部分でミスマッチングが起きているのかなとしております。 

 ダイシンキヤノンは、お聞きしますと９００何名いらっしゃるわけですが、その半数近く、

４００名が独身者ということでありますので、先ほどから出ていますように、定住、それから転

入を考えますと、やはりそこらあたりの手立てはしっかりとしなくてはいけないなということが

１つ。 

 それから、もう１つ、町内そういった部分では、そういった誘致企業も必要でしょうし、ある

いは大きく捉えれば、今まで、先ほどから出ていますように、転入ばっかり考えているんですが、

私たちは。逆に聞きながら思ったんですが、木城の若者ができるだけ流出しないという手立ても

やっぱり考えていかないかんとかなと。やむを得ず進学等で県外に行ったとしても、卒業したら、

帰ってきて自宅から通えるとか、あるいは、そういった働き場所を確保するとか、そういった部

分もやっぱり今後、検討しなくてはいけないのかなというふうに思っているところであります。 

○議長（後藤 和実）  神田直人君。 

○議員（２番 神田 直人君）  今、町長が言われたように、そういう引きとめ策というんですか

ね、それも必要ではないかというふうに考えます。 
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 過去に西米良村が人口減少に移ったときに、学校に、中学生の段階で皆さん一度出たとしてま

た帰ってきてくださいよというような学校での授業とか、そういう何もあったというふうに聞い

ています。 

 木城のほうも中学校の高学年になられたら、いずれかは地元に帰ってきて、地元を支える人間

になってくださいとかいうような、そういう啓もう促進みたいなのもまた必要なんではないかと

いうふうに考えております。 

 先ほど、町長の答弁の中にもありましたように、今、我々は議会だよりの中で、誘致企業の紹

介というのをやっておりまして、その中でのインタビューの中で、従業員の中には木城に住みた

いという人もおるんだけど、どうしても住めるところがない、住宅がないというような話を聞き

ます。私たちもちょっと考えてみますと、ひとり暮らしで住もうと思ったら、やっぱり高鍋か西

都というような考えが浮かぶぐらい、木城にはそういうところが少ないなというふうに考えてい

るんですけど、その辺の住宅、独身者、ひとり暮らしの若者が住めるような住宅みたいな施策の

考えはないのか。何かそういう施策に迎える方針みたいなのはないのか、お聞きしたいと思いま

す。 

○議長（後藤 和実）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  おっしゃるように、単身用の住宅が少ない、あるいは不足しているんで

はないかという声は聞いておりますので、そういった部分、単身用住宅の確保はひとつの大きな

課題であると認識をしているところであります。 

 今現在の具体的なニーズでありますとか状況等については、まちづくり推進課長、それから環

境整備課長のほうから答弁をさせたいと思います。 

○議長（後藤 和実）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（澹岡 信明君）  ダイシンキヤノンにかかわらず、誘致企業で、何かの縁

で木城町に来ていらっしゃる方は、もう定住の対象として大変魅力的でございまして、反省しま

すところ、少しＰＲが足りなかったかなということはご質問を受けて反省をしております。 

 今後、早速、意向調査、ニーズ調査を早速ダイシンキヤノンさんに協力していただいて、今も

準備を進めておりますけど、とりあえずその木城町に住む意識があるかないか、そこあたりを、

簡単なアンケートをぜひやっていっていきたいと思います。 

 それから、併せて、今定住のほう、いろいろ事業をやっていますけども、そのあたりのＰＲも

併せて従業員さんのほうにやっていきたいなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 和実）  環境整備課長。 

○環境整備課長（河野 浩俊君）  町住宅としましては、ご存じかと思いますけど、特定公共賃貸
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住宅リバーサイドコスモスですが、単身世帯用が４戸ありますけれども、現在のところ、空きは

ないような状況でございます。 

 単身者対策としましては、公営住宅に限ってですが、平成２７年３月に条例改正をしておりま

して、一定の割合で単身世帯入居もできるようにはしておるところでございます。 

 先ほど、まちづくり課長が申し上げたとおり、ニーズ調査とかそういった状況に応じて、また

適宜対応していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（後藤 和実）  神田直人君。 

○議員（２番 神田 直人君）  ぜひそれをやっていただきたいというふうに考えます。 

 含めまして、町内まだ空き家もあろうかと思います。空き家の情報は既に調査をして把握して

おられるというふうに考えますが、そういう要望もあわせて、住みたいという方がおられたらそ

ういう斡旋といいますか、情報の提供もされたらいいんじゃないかというふうに考えていますん

で、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、町営バスについてお答えいただきたいというふうに考えております。 

 今おかげさまで町営バスを運行していただきまして、特に中山間地、大変助かっておるわけで

ありますけれども、現在の利用状況はどういうふうになっておられるかお聞きしたいと思います。 

○議長（後藤 和実）  総務課長。 

○総務課長（中村 宏規君）  平成２８年度の実績見込みで、中原線が８,９４１名、石河内線が

５,１００名、中之又線が２８名、岩戸線が５,５９７名、合計２万６６６名の方が延べなんです

けれども、利用される見込みでございます。 

○議長（後藤 和実）  神田直人君。 

○議員（２番 神田 直人君）  これが多いのか少ないのかというよりも、山村過疎地にとりまし

ては、大きなバスに何人かしか乗っていないという、無駄じゃないかという声も聞くんですけど、

１人でも２人でも利用がある以上は運行していただいていきたいというふうに考えるんですけれ

ども、あと１つ気になっておりますのが、特に山間地におきましてはバス停までの距離が遠いと

ころが多いということで、今のバスではとてもそこまでは運行は無理だろうというふうに考えて

います。 

 過去にオンデマンドを利用して自宅まで通院、また買い物などの足を確保しようという話があ

ったんですけれども、なかなか実現をしないと思いますけれども、それはなぜなのかお聞きいた

します。 

○議長（後藤 和実）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（澹岡 信明君）  平成２７年３月に木城町地域公共交通計画を策定をして
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おります。そのときに実施しました住民アンケートですけれども、大多数の住民が自分で運転し

て日常生活を送っており、自分で運転をしていない方も家族などに同乗して用事を済ませている

という回答でございました。 

 回答の内容を見ますと、自分か家族などの運転で対応している住民が、うち８０代の過半数が

自分で運転されているということでございます。 

 また、自分で運転していない方は１７％ございまして、そのうち公共交通機関を利用している

方は４分の１でございます。また、免許を持たない、あるいは持っていても多分運転しない方の

公共交通機関の利用状況も多くない状況でございました。 

 理由としていろいろあるんですけれども、全体的な感じとしましては、現在は自家用車を利用

しているが、将来高齢化により自家用車の運転ができなくなったときに交通公共機関が十分確保

してほしいという意見が多いということでございます。 

 今後、高齢者の免許返納率も高まってくるというふうに思われますので、来年度に検討会を開

催して、オンデマンド交通、いろいろやり方はあるようでございますので、それを財政的に維持

できるか、それから利用者がどういうふうに利用者の推移、それから利便性等を来年度検討委員

会で検討していきたいというふうに思っています。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 和実）  神田直人君。 

○議員（２番 神田 直人君）  検討されるということでそれでいいんですけれども、これもこの

前の九州保健福祉大の調査結果では、中山間地域では不安、気がかりなこととして、病気介護の

次に交通手段とあります。また、生活関連の充実策、要望として交通手段が１位になっておりま

す。通院、買い物のための交通手段はバスの運行などとなっております。 

 今、話も出ましたけれども、高齢者の事故等が多いということで免許返納をしてくださいとい

うことは、今要望が非常に多いということで、いろんなマスメディア、マスコミ関係などもこぞ

ってやっておりますし、地方によっては、やっぱり返納をされた方にある程度のメリットを与え

るとかいう自治体も出てきておるようであります。 

 この山間地域でどうしても高齢者の返納率が悪いというのは、どうしても車をなくしたら自分

たちの足が確保できない、切実な問題というか、それしかないというような心配があろうかとい

うふうに考えて、どうしてもやっぱり最後の最期までハンドルを握りたいという方が多いんでは

ないかというに考えております。 

 ひとつ安心して免許が返納できるような交通手段、１週間に１回でもとにかく公共の車で自宅

まで送り迎えしていただければ、通院またときどき買い物もというようなこともできるかと思う

んですけれども、その辺のことをひとつ考えていただきたいと思うんですけれども、来年度中に
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それは、話は持っていけるようにしていただけるんでしょうか、お伺いします。 

○議長（後藤 和実）  総務課長。 

○総務課長（中村 宏規君）  まず、免許返納者に対します高齢者の免許返納に対する助成がどう

かというご質問でありますが、県内の状況を見ますと、平成２８年１０月１日現在、１０団体が

免許証を返納する方々に対してタクシー券、それからバスの定期券、あるいは温泉券の利用券、

そういったものを調整しておられます。 

 本町におきましては、木城町の温泉館湯ららにおきまして入場券の入浴料金の２割引きを行っ

ているということで、そのほかについては現在何も行っていないわけであります。 

 この免許証を返納した方々に対する助成制度というものにつきましては事業効果が個人の方に

限定をされます。それから、免許証を持っていない方の高齢者に対して、その公平性をどう図る

かと、そういった課題がありますので、導入に当たっては、その是非も含めて慎重に検討してい

かなければならないと考えております。 

 神田議員が言われましたように、今後、高齢社会を迎えまして、交通難民が増加されることが

予想されております。やはり、それにつきましては、そういう個人限定的な対処の方法ではなく

て、先ほど、まちづくり推進課長が申しましたように、問題はその返納した後に交通手段がない

ということでありますので、オンデマンド交通を含めまして、そのあたりについて検討していか

なければならないと。ただし、町営バスにつきましては、やはりどうしてもバス停制度でありま

すので、バス停までの間を町営バスでというのはなかなか無理がありますので、どうしても無理

がありますので、オンデマンド交通を含めた形で検討を進めるということで考えております。 

○議長（後藤 和実）  神田直人君。 

○議員（２番 神田 直人君）  それは今年度中にその話を進めるということで理解してよろしい

んでしょうか。 

○議長（後藤 和実）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（澹岡 信明君）  九州保健福祉大のアンケート結果でも、先ほど申しまし

た交通手段ということなんですけれども、これは高齢者を対象にしておりまして、これは全ての

町民の方がいずれ直面する問題だというふうに思っています。来年度、うちと、それから関係す

る教育課、それから総務、福祉、いろいろあるんですけれども、協議しまして、どういう仕組み

をつくるかをまず考えて、あとは財源的にそれが維持できるかも含めながら、来年中、ちょっと

時間がかかるかと思うんですが、何回か会議を開いていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（後藤 和実）  神田直人君。 

○議員（２番 神田 直人君）  ぜひその方向でご検討いただきたいというふうに考えております。 
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 続きまして、新しき村１００周年を迎えるに当たりまして、本町として何か事業を計画されて

いるのかお伺いいたします。 

○議長（後藤 和実）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  神田議員がおっしゃったように、新しき村でありますけれども、

１９１８年大正７年に武者小路実篤とその同志が今の石河内の地に開村されて１００年という大

きな節目を迎えるということでありますので、それについては、記念事業も踏まえて１００周年

記念行事をするようにということで教育委員会に指示をいたしておりますので、教育委員会より

答弁をさせたいと思います。 

 ただ、１００周年も数えでいくのか満でいくのかということでありますが、私はどっちでもい

いのかなと、どっちでもいいというのが、２カ年にまたがってもいいのかなという思いもしてい

ますし、というのが、実際のお話を聞きますと、高鍋町が２９年度、本年度２９年度に美術館の

ほうで１００周年記念のそういった催しをされるというふうに情報をつかんでおりますので、そ

ういった部分では本家本元の木城が遅れて、満でするのはいかがなものかなというのもあります

ので、数えと満という数え方があれば、あと教育委員会が幅広く意見を聞いてされていくだろう

と思いますけれども、２９年度、３０年度、２カ年にまたがって１００周年記念事業をするとい

うのも一つの手かなと思っているところでありますが、いずれにしましても、教育委員会のほう

から答弁をさせたいと思います。 

○議長（後藤 和実）  教育課長。 

○教育課長（中井 諒二君）  記念事業につきましては、現在までに新しき村の代表の方と２回話

し合いをさせていただいております。その中で出てきている内容としましては、武者小路実篤文

学碑の建立とそれと町内記念碑の紹介を含めました文学小冊子の作成、それから木城小中学校へ

の出前講座の実施、そのほかに施設の整備というふうになっております。 

 まだ、具体的には進んでおりませんが、今後、話を進めまして実行委員会等を立ち上げまして

計画を作成していきたいと考えております。 

 １００周年につきましては来年の、平成３０年の１１月というふうに教育委員会としても承知

をしておりますので、それに向かいまして実施計画を作成していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（後藤 和実）  神田直人君。 

○議員（２番 神田 直人君）  当然その記念事業に関しましては情報発信をしていかれるという

ふうに考えております。当然たくさんの人が新しき村等々に見えられるというふうに考えており

ますけれども、今あります新しき村資料館は当然、教育課の管轄でありますので見られていると

いうふうに考えておりますが、現在の状況をどのようにお考えなのかお聞かせいただきたいと思
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います。 

○議長（後藤 和実）  教育長。 

○教育長（中竹 聖子君）  資料館につきましては、内容の部分に関しましては、新しき村にいら

っしゃいます松田省吾さんですね、松田省吾さんの所蔵のものと、それから実篤氏の作品と混在

して展示してあると思います。 

 展示方法につきましては、その管理をしていただいております代表の省吾さんのほうにお任せ

しておりますので、中身について今後検討する必要はあるかと思っております。 

 以上です。 

○議長（後藤 和実）  神田直人君。 

○議員（２番 神田 直人君）  私も行ってみましたけれども、外側の管理から中も見ましてちょ

っとたくさんのお客さんを迎えるにはもう一歩心配なのかなと、このままではいかんなというよ

うに考えております。 

 その辺の内容につきまして、外は町でやるけど中の管理は新しき村に任せておるというような

ことの振り分けは、今後町のほうでその話し合いはできるんですかね。やっぱり内容の展示物に

関して非常に違和感がありましたので、やはりたくさんのお客さんを迎えるに当たっては、それ

なりの展示物等々、施設を充実していく必要があるというふうに考えますのでそのように考えた

んですけど、どうでしょうか。 

○議長（後藤 和実）  教育長。 

○教育長（中竹 聖子君）  内容面につきまして、資料館自体は町の教育委員会の管轄であります

けれども、中身、所蔵物に関しましては個人または新しき村のものであるということで、その辺

がちょっと難しいなというふうには考えているんですが、できるだけ管理者をお願いしている方

と相談しながら、武者小路実篤を中心とした展示館になるようにしていただきたいということで

お願いはしてまいりたいと思っております。 

○議長（後藤 和実）  神田直人君。 

○議員（２番 神田 直人君）  新しき村もせっかくある施設であり、やっぱり武者小路実篤とい

う偉大な文学者の史跡でありますので、それを資料として残すため、また今後とも永遠の、将来

に残すためにも立派な資料として、施設としてあそこも充実させていただくように、町ができる

部分というのはやっぱりきちんと整備をしていただきたいというふうに考えます。 

 立派な事業にしていただきたいというふうに思いますので、町長その意気込みをひとつ最後に

お願いしたいと思います。 

○議長（後藤 和実）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  立派なこう１００年という大きな節目を迎える記念事業にするには、ど
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うしても教育委員会と新しき村、あるいは役場と新しき村ではだめだと思うんですね。やっぱり

町民の大多数の方の理解を得なくてはいけない。当然のこと、議会の理解も得なくちゃいけない

ということであれば、やはりみんなが、できるだけ多くの方が参加をしていただいて、実行委員

会の中に入っていただいて、その中で意見をこういろいろ出していただいて携わることが理解を

いただくと、共通理解を持っていただくというのが一番大事かなと思いますので、そういった方

向で１００周年が迎えられるように努力をしていきたいと思います。 

 以上です。 

○議員（２番 神田 直人君）  以上で質問を終わります。 

○議長（後藤 和実）  ２番、神田直人君の質問が終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（後藤 和実）  ここで、１０分間休憩いたします。 

午前10時06分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時13分再開 

○議長（後藤 和実）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、５番の質問事項については、一問一答式により、６番、堀田燧幸君の登壇質問を許しま

す。堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  今年の成人式は町長自らが案内、出演され、元日の宮崎ＭＲＴの

あるあるセブンに夕方木城町の成人式の様子が放映されました。また、翌日の１月２日の宮日新

聞、これ１月１日元旦、新聞が休みでしたので、本年度、最初の新聞の１面に大きく写真入りで

その成人式の様子が掲載をされておりました。何かと話題の多かった成人式でありますが、そう

いった成人式の中で、毎年何人かの方が、私の記憶では、議員になって以降、何人か必ず成人式

が終わった後に、この１月、元日の成人式についていろんなご意見を伺っております。 

 それで、私も答えようがありませんので、わかりましたと、皆さんにわかりやすいように、機

会をみて一般質問で取り上げ、町それから教育委員会の、どういうふうに考えておられるのかお

伺いしてみますとお約束をしましたので、本日いくつか質問をさせていただきたいと思います。 

 なお、これまでに、先ほど言いましたように、多数の方からご意見を伺っておりますが、全て

が娘さんをお持ちのご家族、お母さん、おばあちゃんからだけです。成人者本人、それからお父

さんたちからこの成人式について云々ということは一度も聞いたことはありません。娘さんをお

持ちのお母さんからの意見だということで、そのことを申し添えておきます。 

 それでは、早速、本町の成人式でのここまでの経緯、私たちの時代は公民館で１月１５日に実

施をされていたというふうに記憶をしておりますが、それが白木八重牧場になり城山公園になり、
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現在のリバリスでの開催となっております。 

 この白木八重で成人式を行ってという方をご存じの方は、案外少ないんですよ。城山からの方

は非常に覚えておられますけれども、そこ辺を町民にもわかりやすいように経緯を、説明をお願

いしたいと思います。 

○議長（後藤 和実）  教育長。 

○教育長（中竹 聖子君）  ただいまのご質問ですけれども、経緯についてですが、昭和４０年代

は当時の成人の日であります１月１５日に町の中央公民館で青年団連絡協議会、それから地域婦

人連絡協議会の協力のもと開催されていたと聞いております。 

 昭和５２年から当時の青年団連絡協議会の方の発案で、白木八重牧場で初日の出を見ながら行

う成人式をされております。そして、初日の出ということで１月１日元旦に行うようになりまし

た。 

 それから、平成９年に場所を城山公園に移しまして、この城山公園でも初日の出を見るという

ことで元旦の７時に開催ということになっています。 

 それから、平成２３年に現在、総合交流センターができまして、その総合交流センターのほう

に変更になりまして、この時点で午前１０時開催の元旦の成人式というのを実施しております。

そういう経緯があるそうです。 

 以上です。 

○議長（後藤 和実）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  現在も１月１日に成人式をする、実施する理由ですよね。意見の

中で一番多かったのが、初日を参拝しながらの成人式はそれなりの意義があって、それはそれで

画期的なことでありましたけども、その初日の出を参拝しないのに１月１日に実施される理由は

何でしょうかということをお伺いいたします。 

○議長（後藤 和実）  教育長。 

○教育長（中竹 聖子君）  現在も元旦、１月１日に実施しているわけなんですが、初日の出を拝

まないのにというご質問なんですけれども、元旦に成人式を行うというのが本町の伝統になって

いる、広く町民に定着しているというのが主な理由でございます。 

 それから、また進学とか就職で帰省された方々が帰ってきやすい日がこの日ではないかという

ことで、元旦に開催している理由でございます。 

 それから、ここ４年ほど成人式の終了後に、成人式が終わった後に成人者にアンケートをとっ

ているんですけれども、元旦に成人式を祝ってもらえるのは木城町出身として誇りに思うという

ような声もいただいております。また、その中で、元旦以外の日がよかったと回答されている方

が少なかったというのも、元旦に開催している理由の１つであります。 
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 以上です。 

○議長（後藤 和実）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  先ほども申しましたように、成人者本人は、１月１日心うきうき

でどうのこうので、さっき言ったように、ご家族の意見なんですよね。それで、伝統を守る、い

ろいろ私もそう思います。しかし、全国の自治体で１月成人式をされているところがあるのかな

いのか。これはないから日本一早い成人式での伝統を守っておられるんでしょうけれども、

１,７５０ぐらいありますかね、今全国で。１,８００近い自治体の中で、先ほど教育長が言われ

たように、学生が帰ってきやすい、会社が休みだという条件ではみんな一緒なんですよ。それで

も１月１日には実施されないというのはどこ辺に理由があると、教育長のお考えはどうですか。

１月１日ほかのところではなぜされない。条件としては一番いいけれどもされていない。 

○議長（後藤 和実）  教育長。 

○教育長（中竹 聖子君）  全国の自治体の中では７自治体が、本町を含めて実施されているとい

うふうに聞いております。１日になぜ実施しないかということは、やはり前後の準備とそれから

私はその辺まではちょっとわかりません。 

○議長（後藤 和実）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  それでは、私はさっき言ったように、議員になって以降、何人か

必ずそういう意見を伺うんですが、教育委員会なり教育課にはこの成人式についての町民からの

こういった話、意見は今までなかったでしょうか。それともお聞きになったことは全くありませ

んか。お伺いいたします。 

○議長（後藤 和実）  教育長。 

○教育長（中竹 聖子君）  城山公園で開催されていたときには、開式の時刻をちょっと考慮して

ほしいという要望が１件ほどあったということは伺っておりますけれども、そのほかに関しては

全くそういう要望等は私どもには聞こえてきておりません。 

○議長（後藤 和実）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  私個人もここ４年間の間に孫２人女の子で成人式を済ませており

ます。そのことで、その顔見知りのご家族の方が非常に多いんですよね。だから、私にはそうい

う意見を言いやすいのか、成人式にそういう関係しているから言われるのかわかりませんけれど

も、一番多かったのが、先ほどの初日の出を見ない成人式であれば１月１日じゃなくてもよろし

いんじゃないかという意見と。 

 それから、娘さんをお持ちのご家族からの意見だけしかないというのは、話を聞いてみますと、

私もなるほどなと非常に思う点が多かったので申しますけれども、まず、着物の着付け、これが

１２月３１日から遅い人でも翌１月１日の朝４時、５時に予約をされていると。特に、宮崎市内



- 83 - 

のジョイフルという着物のレンタル店が木城の方は毎年一番、宮崎市内の貸衣装さんが一番多い

んではないでしょうかということ。 

 ここ着物のレンタルをすればその着付けまで無料でしてもらえるという話で、それで、予約を

とると早い人で８時か９時、１２月３１日のですよ、予約の遅い人でも４時、５時に宮崎まで着

物の着付けをしに行くと。宮崎市内は成人式がいわゆるもっと遅く、１月８日ごろに市内は成人

式あるけれども、新成人を迎える方がそのレンタルしている着物を着て初詣に行かれるその予約

の方でいっぱいなんだそうですよ。その着物の着付けの予約がばらばらになってしまうと。 

 さっき言った、着物の着付けをした後に、次は美容師ですね、美容師さんのところに予約をし

て髪をセットに行かれると、これが町内にも少ないし、高鍋町あたりにもなかなか１月１日に正

式に営業をされるという店はもう全くないので、個人的にお願いをして行くんですよと。その個

人的に、例えば、自分なり娘さんは行きつけの店でないところに頼むのには、これ１月１日とい

うものが非常にネックになっているので、そのお店にお得意さんとされている方にお願いをして

頼んでいただくという方が非常に多かったということです。 

 それが終わりますと、写真屋に前撮りと言われるんですかね。その記念撮影に行かれると。い

わゆるその前日、１２月３１日から１月１日にかけてはお父さんたちはほったらかしでいいんで

しょうけれども、お母さんは娘につきっきりで送り迎えから、一旦髪をセットすると横になって

寝られないから、一晩中起きて椅子に座って式まで待機をしているような状況で、これが１月

１日でなければもっと朝の７時、８時ごろから着物の着付けをして髪のセットをして記念撮影を

して、あるいは記念写真は式が終わってでもできるんですよねということだったんで、ここが一

番、ご家族が犠牲になっておられるというか、そこ辺だろうというふうに、私は感じたわけです。 

 それとか、元旦は家族揃って落ち着いて過ごす、それがしきたりとか、中には身勝手な意見、

１月１日はニューイヤー駅伝を毎年楽しむ、こういう身勝手な意見もありました、確かに。それ

と、１２月３１日の大みそかと１月１日の元旦は町民だけというか、国民にとって非常に大事な

日なので、いわゆる公式行事、そういったものは公式行事を入れるべきではないんじゃないでし

ょうかという意見もありました。 

 こういうさまざまな意見があって、今回の質問になったわけですけれども、成人の日の制定の

変更がありましたよね、次の質問になりますけれども、１月１５日から第２月曜日ということで

３連休となるように、これハッピーマンデー制度というらしいですけれども、成人の日とか敬老

の日、体育の日、あとちょっと海の日か山の日かわかりませんけども、そういうふうに日にちを

変更した理由はなぜだというふうにお考えでしょうか。 

○議長（後藤 和実）  教育長。 

○教育長（中竹 聖子君）  具体的なことは私も理解はできていないところなんですけれども、ハ
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ッピーマンデーという制度の導入によって３連休を確保するという形で、今議員がおっしゃった

ように、敬老の日とか体育の日とかが３連休になっているところであります。 

 これにつきましては、恐らく１月１５日は祝日ではありますけれども、前後に休みがないとい

うことで、成人者が帰省できない状況があったんではないかなというふうに解釈しております。 

 以上です。 

○議長（後藤 和実）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  言われるように、参加する人が参加しやすいように３連休にする、

あるいは会社そのものの休暇、休みが取りやすいように、また会社自体も休まれるようにという

ことが配慮されているということをお聞きしました。 

 それで、その１月１日に行った成人式の出席率をお尋ねしたいと思いますが、本町の場合の出

席率は、今年度、今年の１月１日わかりますが、過去、去年、そこで通告していなかったからあ

れでしょうけれども、わかれば昨年あたり、その前ぐらいからの出席率はどれぐらいなのかとい

いますか、お尋ねをいたします。 

○議長（後藤 和実）  教育長。 

○教育長（中竹 聖子君）  すみません。本年度のところは、まず調べておりますので即答できる

んですが、成人対象者が６７名、そのうち出席者が５６名です。出席率は８３.５％となってお

ります。欠席者は男性が５名、女性が６名の計１１名でございました。そのほかの年度は、すみ

ません、調査しておりませんので、申しわけありません。お答えできません。 

○議長（後藤 和実）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  これを聞いたのは、出席できない理由とか欠席者の男女別を質問

をしようと思ったんですよ。というのは、私が１月５日か６日の宮日新聞に、市町村の出席率が

載っていたんですよ。その中で、木城町と西米良だけが対象者がなくて出席者名しか書いてなか

ったので、教育委員会教育課に電話をして対象者は何名ですかねとお聞きしたとき、１００名と

いう返答を伺ったんですよ。最初はわからないから調べて電話しますで、２度目に電話したとき

に１００名と言われて、１００名中５６名しか出席できないのかなというのがあって、急きょ、

この質問をするときに質問通告の中に入れたんですけれども、その後の打ち合わせの中で、実は

１００名ではなくて６７名だったということですが、６７名のこういう質問はするつもりはなか

ったんですけれども、せっかく通告しておりますので、先ほど言われました、もう一度、出席で

きない１１名になりますかね、出席されない方。これ出席の申し込み、出席の受付をされるとき

に、出席をできない理由とかそういうものを書く欄はないのかどうか。 

 それと、その６７名に全て案内状を出して、回答が全てあったのか。回答も出席するもしない

も返事がなくて出席できない。あるいは連絡が取れないという方もあったんでしょうかね。そこ
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ら辺をお尋ねをちょっとしたいと思います。 

○議長（後藤 和実）  教育長。 

○教育長（中竹 聖子君）  欠席理由に関しましては、返事ですね、返事のものにつけていません

ので、理由としてはちょっと把握できておりません。 

 それから、回収率ですけれども、先ほどの１００名というのは平成８年４月２日から平成９年

の４月１日生まれの人を全部住基で調べて、１００名ほどあったということで、その当時、出生

された方のことということで、何か全部それで拾い上げたら１００名ほどあったということでし

た。そのうち、中学校を卒業して、その当時に在籍していた者が６７名ということで出しており

ます。 

 返事に関しましては、全く返ってこない方もいらっしゃるということなんですけど、すみませ

ん、あとのことはちょっと、１００名に関しては調査が出ていますけど、すみません、申しわけ

ありません。 

○議長（後藤 和実）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  それでは、近隣市町村の成人式状況と同時に、出席率、これ１月

１日以外にされていると思いますが、川南、西米良、西都、新富、高鍋、都農、近隣だけでも結

構ですが、成人式の開催日と、それから出席率はどれだけあったのかお伺いいたします。 

○議長（後藤 和実）  教育長。 

○教育長（中竹 聖子君）  それでは、近隣市町村ということで、西都市が１月５日、出席率が

８６.９％、高鍋町が同じく１月５日、出席率が８６.８％、新富町が同じく１月５日、

８３.７％、都農町が同じく１月５日、ここは正式な数字ではないんですが１００％近いという

ふうに聞いております。それから、川南町が１月３日で８９.５％、それから西米良村が１月

４日で８０％という結果です。 

○議長（後藤 和実）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  １月１日元旦にしようが１月３日、１月５日にしようが出席率は

そんなに変わらないという結果ですよね。私もそう思います。これ１月、例えば１日じゃなくて

１月８日が一番、宮崎市を初めとする県内は聞いたところ１月８日、いわゆる成人の日の前日の

日曜日が一番開催する自治体が多かったんですが、そこにしようが１月５日にしようが、それが

ベターだと、もうみんなが満足する日にちはないと思うんですよ。いつにしたっていろいろな意

見があると思うんですが、肝心なのは、いわゆる町民の意向を一度聞いてみる必要があるんだな

というふうに、私は感じたわけです。というのは、１月１日の成人式は絶対だめだという意見じ

ゃなかったんですよ。なぜでしょうかねという疑問の声が多かったということなんですね。 

 それで、やはり町民、今から、これから成人式を迎えられるご家族の方へは、過去に成人式を
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済まされた方から大変ですよという話しか聞かれなくなったときに、こういうのが出てくるんじ

ゃないかと思います。 

 したがって、やはり町としても何か信用性のあるといいますか、説得力のある資料を持つべき

だと思うんですよ。それには、最後の質問になりますけれども、成人式について関係する町民の

意向調査を実施すべきではないかという、これで結論になるわけですが、そういうお考えは、教

育長ないんでしょうか。それだけをお尋ねしておきたいと思います。 

○議長（後藤 和実）  教育長。 

○教育長（中竹 聖子君）  今、議員のほうからいろいろお話を聞いて、いろいろ取り巻く方々、

関係者の方々の意向が１日でちょっと疑問視をされている方が多いのかなというふうに解釈した

わけなんですけれども、教育課としましては、今現在、先ほど言いました、成人者へのアンケー

トに関しては大体７割の成人者の方が１日でよかったというふうに回答しておりますので、成人

者の意向を尊重した形で今継続していると、１日で開催しているということになっています。 

 今お話をお聞きしまして、家族ですね、家族の方にもそういう調査をしたほうがいいのかなと

いうふうに考えたところですが、アンケートの中身につきましては、また教育課のほうでも検討

させていただければありがたいなと思います。 

○議長（後藤 和実）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  先ほど言いましたように、成人者本人の意向調査は、先ほど成人

者も嬉しいばっかり、家族に対する意向調査を言っているんですよ。それには、関係する町民と

いうふうにあえて書いたのは、過去に、これ町民全部に意向調査をする必要はないんですよ。成

人式を経験されたご家族、人数によるでしょうけど、過去に２年か３年、成人式を済まされたご

家族、あるいはこれから成人式を新しく迎えられるご家族、これも人数によりますから、何年先

というまでも、来年、再来年、２年間ぐらいの間に成人式を迎えられる方、それともう１つは、

成人式に案内をしていただく一般町民の方がおられるじゃないですか、私たちも含めて、来賓じ

ゃない、成人式に来てくださいよというのは、案内される、たくさん来られています、いわゆる

役職を持っておられる方が。そういう方の意見も聞く必要があると思うんですよ、一般人として

の。 

 こういう方について意向調査をして、その結果を何らかの形で町民に周知をすれば、あと説得

するときもこういうことでとなれば、それならば納得しますよねという方がほとんどだと思うん

ですけれども、ぜひその意向調査は、もう一度聞きますが、やっていただいて、その結果を町民

に周知をしていただきたい、こういうお願いですがどうでしょうか。 

○議長（後藤 和実）  教育長。 

○教育長（中竹 聖子君）  １日の開催というのは、先ほども言いましたけれども、伝統というこ
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とが１つあるかと思います。これだけ長く続いたというのは、やはり私としては守りたいなとい

う気持ちは強いです。 

 ただ、今議員がおっしゃったように、前後の経験された方とか出席をしていただいている来賓、

それから関係の皆さん方にアンケートをとった場合に、どういう結果が出るかというのはちょっ

と心配なんですけれども、そういうアンケート等はまたできるだけ考えてとっていきたいとは思

います。 

○議長（後藤 和実）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  これも申し伝えという形です。この質問をするという意向に当た

って何人かにこういうことについてはどう思われますかというので、何人かにお聞きしたんです

けれども、ほとんどの方が１月１日成人式は木城町の伝統でもあり、一生に一度のことだからい

つまでも記憶に残るので一番いいという意見を言われた方は確かに一番おられました、そういう

方がですね、一番多かった。けれども、先ほど言いましたように、私たちのように１月１日がな

ぜだろうかということを思っている方も、私たち以外にたくさんおられるんじゃないでしょうか

ねというのも、たくさんありましたということを申し伝えて質問を終わりたいと思います。 

○議長（後藤 和実）  ６番、堀田燧幸君の質問が終わりました。 

 これで一般質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．散会 

○議長（後藤 和実）  日程第２、散会。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。明日７日は各常任委員会審査、８日から１０日

までは予算審査特別委員会審査、１１日から１２日までは休会、１３日は予算審査特別委員会審

査まとめ、新田原基地対策特別委員会及び議会広報編集特別委員会、１４日火曜日は本会議午前

９時開議で、各常任委員会、予算審査特別委員会付託議案審査結果報告、質疑、討論、採決とな

っております。 

 本日はこれで散会といたします。 

 議会傍聴にご来場いただきました皆様に一言お礼を申し上げます。本日は、早朝よりたくさん

の方々に熱心に傍聴いただきましたことを心より感謝申し上げます。 

 これからも議員一同、皆様のご期待に応えられるよう議会活動を進めてまいりますので、ご理

解とご支援をお願い申し上げます。本日は、まことにありがとうございました。 

 議員の方々は控室にお願いいたします。 

○事務局長（渕上 達也君）  皆様ご起立ください。一同、礼。 

午前10時43分散会 
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